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片岡 崇先生を偲んで 

 
 2015 年 7 月 12 日（日曜日）夕刻，北海道大学の研究者仲間より一通のメールがまい

り，同日午前 10 時に片岡 崇先生がなくなったとの連絡でした。その内容に驚くとと

もに，とても深い悲しみを覚えました。まだ 50 歳の若さで，大学の教育研究がさてお

き，愛する奥さんや頼もしいお子さんらの事を考えると，ただただ無念というほかあり

ません。つい 2 月の大学個別入学試験で札幌に行った時，先生の研究室を訪ね，学生の

研究テーマなどについて普通に意見交換をした時や，昨年の沖縄学会でいつものように

談笑していた時のことを昨日のように脳裏に浮かびます。お葬式などで分かったことで

すが，病気になられたのは 4 年も前の 2011 年だったそうです。この間，一切の弱音を

吐かず普通に我々と付き合っていた先生がどれくらい強い意志の持ち主か，頭が下がる

思いでいっぱいです。色々と苦痛や苦労もあったかと思いますが，どうかどうか安らか

にお休みください。 

 

 片岡 崇先生は，1964 年 12 月 31 日に北海道旭川市にお生まれになり，地元の名門

旭川東高校を卒業された後，北海道大学へ進学しました。北海道大学の配属講座は，農

学部農業工学科原動機学講座（現在：ビークルロボティクス研究室）で，指導教員が渋

沢 栄助手（現在：東京農工大学教授）でした。その後同大学院博士前期課程へ進み，

研究テーマは，当時最先端のフラクタル科学という理論によるロータリ耕うんにおける

土塊の形成過程の解明でした。1989 年 3 月に修士（農学）の学位が授与され，日本電

装株式会社へ就職致しました。先生の研究実績やお人柄もあり，1 年半ほどの会社勤務

の後に，1990 年 11 月に岩手大学農学部助手へとご栄転されました。その後，母校の北

海道大学から博士（農学）の学位（論文名：高速回転切削過程における形成土塊の運動

学的考察）が授与されました。そして，2000 年 10 月に母校の助教授として転出されま

した。 

 

 先生が岩手大学に勤務した 10 年間では，生物生産機械工学講座に所属し学生実験や

機械工作実習等の授業科目を担当された他，アップカットロータリ耕うんやリンゴ収穫

ロボット等の研究に精力的に取り組まれ，有為な人材を数多く輩出されました。大学の

教育研究以外で特筆したのは何と言っても，農業機械学会東北支部の会員による東北若

手の会の設立に尽力されたことでしょう。先生が岩手大学に勤務してから 4 年ほど後の

1994 年 8 月 17 日に，第 1 回東北若手の会が岩手大学農学部附属滝沢農場で開催され

ました。この会の設立は，東北支部を何とか元気にしたいとの一心で，当時の東北支部

関係者を説得し，研究者仲間に呼びかけられた，先生の信念とご人望によるところが大

変大きかったと推察されます。この動きに啓発され，後に各地で若手の会が設立され，



全国大会の際に合同シンポジウム等も開催されました。東北若手の会は，先生が北海道

大学へ転出された後も，当時のように支部講演会前日などに勉強会などが企画され，研

究成果の交流だけでなく，東北支部会員の親睦の場として引き継がれています。 

 

 先生のご研究は，常に時代の最先端技術と農業機械の融合に関連したテーマでした。

大学院時代は，フラクタル科学という数学の最新概念をロータリ耕うんへの導入，岩手

大学時代は，情報技術の一つである最新の画像解析手法を果樹栽培の省力化・自動化へ

の応用，北海道大学においては，精密農業やハイパースペクトル計測技術，GPS 技術

などの農業への普及推進でした。このように最新の科学技術の動向に目を光らせ，自分

の教育研究内容へ積極的に取り入れてきた先生の姿勢は，今後とも東北支部の会員一同

の心の中に深く刻まれて行くことと思います。 

 

 最後に，片岡 崇先生の農業機械学会東北支部の発展に対するご貢献，東北支部会員

へのご厚誼に感謝の誠を捧げますとともに，先生のご冥福を心からお祈り申し上げます。 

  

平成 27 年 12 月 

農業食料工学会東北支部常任幹事 

武田純一（岩手大学），張 樹槐（弘前大学） 
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